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レーザ放射レベルの測定 (IEC 60825-1 Clause 5.2) 

 
レ－ザを搭載する製品は、レ－ザ安全規格に基づいて、そのレ－ザクラス(Laser Classification)を決め、それを 

対象の製品に表示することが要求されている。この際にレ－ザ放射パワ－の測定は、レーザ光源の物理的な  

特性、及びレ－ザシステム制限によってレ－ザ放射パワ－が明確に特定のクラスに分類できるならば、測定は 

不要とされている。レ－ザ放射パワ－を測定することが必要な場合とは、どのような状況か、またその時に配慮

すべきことは、何か？ 規格書を基に考察する。 
 

規格書 IEC 60825-1:2014の5.2項（レーザ放射の測定）には、明確に特定のクラスに指定する場合，測定は  

不要であるとの記載があると同時に、試験（測定）の際に考慮すべき注意点、a)～f)の但し書きがあって、     

これらを考慮することを要求している。 
 
1) 機器の始動、停止の時に最大被ばく放出レベルとなり得るか？ 

レ－ザデバイスは、電源,及び、制御回路を含めてレ－ザ放射出力が変化することが考えられ、特に電流値

の増加は、そのレ－ザパワ－に大きく影響するため注意が必要となる。 

 

2) 全ての制御システム、及び付属品を使用した構成で最大の被ばく放出レベルを考慮しているか？ 
付属品を使用したレ－ザシステムは、その組み合わせによって、レ－ザ放射レベルが最大になることがあ

るためそれらを含めた評価が必要となる。（例：観察光学系） 
 

3) 工具を使用しないで取り外すことができる機器の場合に，最大の危険レベルになる構成となっているか？ 
保護筐体(Protective Enclosure)の内部に危険レ－ザがあって、それを工具なしで取り外すことが出来る構

造の場合、容易に危険箇所にアクセスすることが出来るため注意が必要となる。 
 

4) 最大の被ばく放射レベルを発生するタイプのレーザエネルギー源にレーザ製品を結合した状態で行う。 
レ－ザデバイスが、互換性のある他のレ－ザ電源に接続できる場合、電源制御システムの違いによって、 

レ－ザ放射出 レベルが変化する可能性がある。 
 

5) 運転中に人体への被ばくが予見可能な全ての位置での最大被ばく放出レベルを考慮しているか？ 
これは、レ－ザ機器・装置の運転、すなわち操作、メンテナンスなどの一連の作業における人体への被爆

があるかどうかのリスクアセスメントで対応、漏れのないリスクの同定と対策が要求される。 
 

6) レ－ザパワ－を測定する場合、装置で最大のエネルギーが検出できるように，測定しているか？ 
レ－ザの安全性試験、評価における、測定機器の信頼性を含めた試験方法が適切であるか、対象となる計

測機器、治具などの使い方、メンテナンスを確実に行うことが必要となる。 
 

7) 測定に与える副次放射の影響の防止、又は除去を適切に行っているか？ 

レ－ザは、指向性のあるコヒ－レント光であって、その光学的な副次放射の影響があるか、その安全性  

について、検討して対策することが要求されている。 
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 【例:レ－ザ放射レベルの測定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


